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はじめに
菊人形は,菊 をそのまま衣裳 として着用 し
た等身大の人形 として見 ることができる。花
その ものが衣裳に利用されるというのは,他
に例 を見ない(一 時的には菊人形に影響 を受
けたつっじ人形などが存在 した)。
植物 としての 「菊」自身に注目すると,菊
人形の成立以前の菊と人 とのかかわ りは独 自
の変化を遂 げていることがわかる。菊が中国











飲んだ。菊 はまず 「飲んで効 く」 という役割
を持って 日本 に伝えられたのだった。




菊は体内に摂取 しな くて も,身体 を拭 うだけ
で効果があるというように解釈 された。菊の
不老不死の意味が 日本人の間で大 きくなった






な くて もよくなるのだ。 また,重 陽節 という
































た くさん使 って富士山になぞらえた りした。
菊細工が現れたことで,菊 栽培 に新しい観
賞方法が成立 したことになる。菊の 〈変形〉














ある。 もともとは奉納細工 として作 られた も









































と人 とのかかわ りの歴史を振 り返ることでそ
の成立 を説明することができる。菊人形がま
だ出現の兆しを見せてさえいなか った12世紀,
すでに 〈なぞ らえる〉行為は始 まっていたの
だ。文様化された菊が不老不死の意味 を担っ
ていた。描かれた菊に,菊 本来の意味 を与 え
るというこの発想の展開こそ,後 の菊人形の
誕生に通 じるものがあった。菊人形が桜人形
で もな く梅人形で もなかった という背景 には,
この菊 という花の歴史が存在するのである。
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